


（プロローグ）
２１世紀初頭を挟み、日本の社会は政治的・経済的に大きな試練に立たされています。少子高齢社会の到来が目前に迫る中、中長
期的にもその国家財政の見通しは厳しいと言わざるを得ません。特に、医療制度を支える財政基盤の急速な悪化は我々国民に大
胆な決断と迅速な行動を求めています。
利用者へのサービスの質向上と合理的で効率的なサービスの提供体制確立、又、利用者に対するサービスの内容説明（情報開
示）と医療事故の防止及び個人情報の厳格な機密保護など既に改革は始まっています。



システム導入の狙いと効果

一般的なメリット
誰にでも読めるカルテになる。
患者の取り違え事故を防止（顔写真付き電子カルテ）。
紙カルテ搬送の手間がなくなる。
紙カルテ保管スペースを有効活用できます。
どこのマシンからでも情報参照できる（情報の共有化）。
過去の診療行為が容易に確認できる。
併せて前回処方・処置・検査などの DOが容易。
発生源入力による転記ミス軽減
オーダー、カルテ、医事のシームレスな連携。 など

患者のメリット
受付業務の簡素化
待ち時間の短縮化
的確な情報提供と分り易い説明により、患者やその家族との信頼関係を強化

医療提供者側のメリット
医師や事務員の事務的作業の軽減
転記ミスや誤読による医療事故防止
必要な情報にすぐアクセスできることによる医師の意思決定サポート

経営面のメリット
患者サービスの評価向上により、「かかりつけ医」としての競争力を強化（診療所）
システム導入に伴う業務改善による経費軽減
システム導入に伴う業務改善により、より多くの患者受け入れが可能
診療報酬請求業務の精度向上

病診連携のメリット
患者情報の共有を可能にするシステム化により、病診間の信頼関係を増すと共に患者やその家族に安心を提供
地域医療資源の適正な負荷配分の促進
トータル医療コストの低下と医療収益の向上、両方の実現



MIDoctorの特徴と概要

・ 医事システム・オーダリンク・電子カルテともにクリニック～総合病院まで対応

・ 医事システム・オーダリンクシステム・電子カルテシステムが一体型ソフト（自社開発）

・ 画像取り込みファィリング機能（ＤＩＣＯＭ規格・ＪＰＥＧ規格）

・ 各種検査機器接続対応にてデータを電子カルテに反映させ一元管理

・ 透析カルテ・総合検診システム機能（自社製品）

・クリニック／病院システムを自社開発により同一法人 の病・診連携を可能（VPN 接続）データ共有

・ 自賠責・労災・服薬情報・入院機能、標準装備

・ 音声自動問診アンケート機能

・ 自動再来受付機（自社製品） option対応

・ 音声入力システム（AmiVoice EX）option対応（コンピュータの苦手なDrでも安易）

・ お客様側でハードネットワーク構築しソフトのみの販売も可能

・ 従来のレセコンメーカーと異なり半永久的に利用可能（レセコンだけの販売も可能）

・ Non-DICOM画像のDICMO変換。データ変換システムもオプション提供。



電子カルテ／医事一体型システム

予約・受付からレセプトまで医療業
務を一元化して扱うことで業務の
効率化を実現します。





再診受付により受付を簡単に済ませることが可能です。

また受付機についているカメラで患者さまを撮影する
ことで受付画面やカルテ画面に顔写真を取り込むこと
が出来ます。これによりカルテや処方箋の取り違い等
による医療事故を食い止めます。

受付票発行する事で患者様の名前で呼び出しで無く、
受付票番号呼び出しができる（個人情報保護法）

再診受付機



病診連携のイメージ

❒ ネットワーク構成（イメージ図）
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（１） 電子カルテ／オーダリング／医事会計の一体型システムなので、事務処理の効率化が図れます。※患者情報の一元化

一体型システムなので診察室から患者管理が確認出来る（患者さんのオーダ処理状況及び処置時間が明確に把握）

（２） 画像システムとの患者ID連動により、電子カルテからの画像を表示することが出来ます。※電子カルテと画像情報の一元化

（但し、詳細につきましては、病院様とのネットワーク構築打ち合わせが必要になります。）

（３） 同一法人で遠隔地診療所から病院へ患者紹介のおり、どちらからでもデータ取り込みとデータ入力が出来るので大変便利（システム同一場合）

（但し、セキュリティ内容によっては、運用制限が発生する場合があります。詳細につきましては、別途お打合せが必要となります。）
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◇同一法人病診連携ネットワーク

データの共有化

電子カルテ／医事会計一体型システム



受付画面

患者ID又はカナ氏名入力、
その後診療科目等の選択を
行ないます。

保険証確認で登録終了。

問診入力すればカルテに反映

患者情報を確認して入力する場合 問診入力する場合

①

②

受付した患者の一覧が画面に表示されるので受付の
内容と進行状況がひとめで確認できます。

保険証や紹介状はスキャナー
で読み取り、患者さんの顔写真
も取り込み医療事故を未然に
防ぎます。

予約システムも標準で装備

システム機能紹介



診察室１

診療履歴

S・O・A・P入力はテンプレートを使用してマウス
操作でほぼOK、Ｄｒ専用個別にテンプレートを
管理できる

新規の傷病、診療、投薬、注射、処置、手術、検査、画像の指示入
力はポップアップウィンドウから選べばOK！略称、セット略称指示
でもOK!全て厚生労働省基本マスターでカルテは記録されます。

入力が終われば、適用加算も含めて
点数計算終了

以前のカルテからドラック
&ドロップで転記も可能

システム機能紹介



Doctor入力画面

カルテ画面 SOAP画面

電子カルテ入力に完全特化した音声認識システムを
使うことでキーボードを使わずに入力が可能。

オーダー管理表示機能付きで、患者様の
所在が一目で確認できます。

視認性の高いＳＯＡＰ画面で入力しやすい構成
ＳＯＡＰの画面からマウスポインターを合わせる

だけで、情報の共有化ができる（dock機能）。

システム機能紹介

このdock機能により利用者は自身の業務や診療科に最も
合った自分用の画面構成が可能となります。



未来予約オーダ機能
指定日オーダ入力していた検査・検診が
患者さん再診時にカルテ自動記載される

一人の患者画面にてカルテ保険別、同時入力が可能
*合計12種類のカルテを同時に持つことが出来ます。

１人患者でカルテ保険別に労災・自倍等の色別
登録、自費行為から保険登録移行がスムーズ

Doctor入力画面システム機能紹介



画像表示画面

カルテ上に画像表示
ＳＯＡＰ画面

デュアルモニターでの構成画面で、カルテ画面に画像表示させ、患者様に対し
て納得できる診療経過（治癒効果）を説明できる。印刷して患者様渡しも可能。

外来一括入力システム、月単位で確認及び一
括入力ができる。

下部分に病名閲覧部分があるので病名と診療
照合ができる。

システム機能紹介



診察室2

患者さまと共にデータを見ながらインフォームド・コンセントを！

診断書、紹介状等はカルテ
の情報引用とテンプレートで
すぐに作成、発行

検査ビューアー

デュアルモニター構成ではフル表示可能

画像ビューアー シェーマ図入力

システム機能紹介



・画像ファイリング
DICOM画像を直接取り込んで個人ファイリングとして管理
できる。（通常はDICOMからJPEGに変換機能）
及び、本格的なPACSシステムの同時提供と連携保証。

・文章作成機能
紹介状や診断書等の文書作成にカルテ記載内容をその
まま転記でき、文書作成時間が大幅に短縮されます。
また、ユーザー側で多彩なプリントフォームを設計可能です。

・薬歴/検査結果の一元グラフ表示
投薬歴と検査歴を時系列統合表示した「検査ビューア」
機能により薬歴と検査歴がビジュアル表示され、視覚的
で、より分かりやすい表現となっていますので、質の高い
インフォームドコンセントが得られます。その場でのカラー
印刷して患者さんに渡すことができる。



薬 局

薬局画面

Ｄｒ がオーダ登録すれば直ちに処方が表示されるの
で薬袋、薬情をプリントして、お渡しするだけ。

院外薬局の場合は会計にて
処方箋発行

システム機能紹介



外来オーダー

画面又は紙でのオーダー確認

画面又は紙でのオーダー確認オーダー状況欄にチェックマークをつけて確認。
注射のみ表示といったセクション毎の表示も可能

個々のオーダー詳細はこのタグを
押すことにより詳細表示される

システム機能紹介



入院看護画面

Ｄｒ から入院オーダ指示詳細（仮１週間）

患者経過記録及び看護日誌

日別事に自動オーダ指示（当日赤ライン）

緊急時、個人事に処置内容をオーダ画面

オーダ指示詳細を看護師が実施・終了
により入院カルテに点数として反映

システム機能紹介



入院看護画面

文章管理から選択後、個別日時管理

テンプレート形式なので管理が簡単
で有り、診療科目事に自由に

アレンジも出来る

システム機能紹介



総合会 計

会計窓口に来た患者氏名をクリックすると
会計入金詳細画面が表示され、受け取り金
額を入力すればお釣りも表示し領収書発行

未集金一覧の表示も可能

診察室にて保存終了後、会計画面に表示されるので、いつでも会計可能

システム機能紹介



レセプト処理

期間を指示してLIST作成

MIDoctorはレセコン一体型の電子カルテです。入力したカ
ルテがすぐにレセプトに反映されるので、忙しい月初めのレ
セプト処理の時間を大幅に短縮することが出来ます。

またフロッピーやＭＯに保存し、電子レセとして提出すること
も可能です。

もちろん請求書、総括表も印刷
返戻、請求漏れ追加にも対応

システム機能紹介



科目別ソフト

整形理学管理

日次
受付診療一覧
自費分類集計表
保険分類一覧
医業集計（科目/医師）
行為薬剤一覧
年齢別診療患者累計（保険別）

月次
日別受付診療一覧
日別自費分類集計表
日別受付分類一覧
医業集計（科目/医師）
行為薬剤一覧
年齢別診療患者累計（保険別）
日別診療患者累計（初再別）
日別診療患者累計（保険別）

透析管理

帳票類

など各種帳票出力が可能

システム機能紹介



セキュリティー＆メンテナンス

使用者権限の設定及びパスワード設定で
カルテのどの部分にアクセス可能かを
コントロール

必要に応じて病名を伏せてのカルテ開示可能

厚生労働省のガイドラインに準拠

「MIDoctor」は厚生労働省通知の「診療録の電子媒体による保存」についてある保存性
見読性・真正性の３原則に技術的に対応しております。とくに「真正性」については一度確定した
カルテデータは修正や変更の履歴が赤字となって記録される仕組みとなっています。

「MIDoctor」は登録される全ての用語（薬、病名、検査、その他）
は厚生労働省が提供する基本マスターをダウンロードしてコードで
全て管理しています。
点数改正や薬価マスター更新などがあればその都度マスターを
ダウンロードし、契約医療機関へオンライン配信しています。

オンラインメンテナンス（保守契約）

・最新データの配信
・最新プログラムへの更新
・不具合調整

株式会社MI サポートセンター



標準価格

製品名 ライセンス数 構成数 価格 備考

医療システム サーバー 1 1 台 ￥600,000 検査、画像サーバーの分離可

〃 クライアント 1 1 台 ￥200,000 1～200台まで追加可

医療システム スタンドアローン ｻｰﾊﾞｰ①
ｸﾗｲｱﾝﾄ①

1 ｼｽﾃﾑ ￥800,000 ノートパソコン、ディスクトップ
クライアント追加可

作業費

システムインストール（サーバー） 1 台 ￥30,000

〃 （クライアント） 1 台 ￥5,000

導入作業費（1日費用） 1 日 ￥50,000 システムインストール含む

交通・宿泊費は別途請求

名称 数 価格 備考

システム運用指導 1 日 ￥50,000 受付・カルテ・薬局・会計

運用立ち合い 1 日 ￥50,000

電算レセプト請求指導 半 日 ￥30,000 電算レセプト

交通・宿泊費は別途請求

指導・立ち合い


